
【 中 山 用 水 ( 中 山 頭 首 工 ) 】

用 水 位 置 図

用水の始まりは不明であるが、元禄3年に越辺川の水使用権を獲得するという記述があ
る。M33には中山用水樋管をレンガ造りに改築、M40に川島領区画整理事業により水路整備が
行われた。昭和に入り、S24コンクリート堰に改築、S37河川改修工事により全面改築され、
その後、頭首工は県営農業用河川工作物応急対策事業中山地区(S56-59)により補修、県営か
んがい排水事業川島南部地区(S55-H12)により揚水機場を新設、パイプライン整備し現在に
至る。
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